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第
一
章
　
老
化
の
研
究

Ⅰ 

開
発
途
上
国
に
お
け
る
高
齢
者
の
扱
い

│
文
明
国
に
お
け
る
高
齢
者
殺
害

│
高
齢
者
の

自
殺

│
高
齢
者
扶
助

│
百
寿
者

│
百
六
歳
の
ロ
ビ
ノ
ー
夫
人

│
老
化
の
主
な
特
徴

│
老
齢
の
哺
乳
類
の
例

│
老
齢
の
鳥
類
と
カ
メ

│
下
等
動
物
の
老
衰
に
関
す
る
仮
説

　
『
人
間
性
の
研
究
』
で
は
我
々
の
生
体
の
老
化
の
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
理
論
を
提
示
し
た
。

我
々
の
見
解
は
一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
反
論
を
呼
び
起
こ
し
た
が
、
他
方
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
新
た

な
研
究
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
老
年
期
の
研
究
は
理
論
的
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
実
用
の
面
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
問
題
を
新
た
に
検
証
す
る
こ
と
は
有
意

義
だ
と
考
え
る
。

　
老
年
期
の
問
題
を
高
齢
者
の
排
除
と
い
う
最
も
単
純
な
方
法
で
解
決
す
る
民
族
は
依
然
と
し
て
存
在
す

る
。
か
た
や
近
代
化
し
た
国
に
お
い
て
は
、
高
邁
な
感
情
と
一
般
秩
序
へ
の
配
慮
か
ら
高
齢
者
を
簡
単
に

排
除
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
こ
れ
が
老
年
期
の
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

　
有
用
な
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
を
生
き
埋
め
に
す
る
風
習
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
全
域
に
あ
る
。

『
人
間
性
の
研
究
』

（Études sur la N
ature Hum

aine: 
Essai de philosophie optim

iste

）

本
書
の
四
年
前
（
一
九
〇
三
年
）
に
刊

行
さ
れ
た
メ
チ
ニ
コ
フ
の
著
作
。
進
化

論
に
立
脚
し
、
動
植
物
の
生
態
、
発
生

学
、
比
較
解
剖
学
、
医
学
的
知
見
の
み

で
な
く
、
人
類
学
、
哲
学
、
宗
教
、
文

学
の
知
識
も
駆
使
し
て
人
間
の
現
状
を

検
討
し
、
仮
説
に
基
づ
き
な
が
ら
も
人

類
が
幸
福
を
手
に
す
る
た
め
の
提
言
を

し
た
（
詳
細
は
二
頁
「
訳
者 

註
」
お
よ

び
三
四
九
頁
「
メ
チ
ニ
コ
フ
小
伝
」
を

参
照
）。 

【
森
田
】
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フ
エ
ゴ
諸
島
の
住
民
は
飢
饉
が
迫
る
と
、
イ
ヌ
よ
り
も
先
に
老
女
を
殺
し
て
食
べ
る
。
そ
の
理
由
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
「
イ
ヌ
は
ア
ザ
ラ
シ
を
捕
ま
え
る
が
、
老
女
は
そ
れ
を
し
な
い
か
ら
だ
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
文
明
化
さ
れ
た
民
族
は
フ
エ
ゴ
諸
島
の
人
々
や
そ
の
他
の
「
未
開
人
」
の
よ
う
に
高
齢
者
を
殺
し
た
り

食
べ
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
齢
者
の
生
活
は
し
ば
し
ば
非
常
に
辛
い
も
の
と
な
る
。

一
家
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
有
用
な
役
割
を
果
た
せ
な
い
の
で
、
人
々
は
高
齢
者
を
大
き
な
重
荷
と
見
な
し
、

厄
介
払
い
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
死
を
待
ち
望
み
、
死
が
な
か
な
か
訪
れ
な
い
こ
と

に
驚
く
。
イ
タ
リ
ア
人
は
老
女
に
は
七
つ
の
生
が
あ
る
と
い
う
。
ベ
ル
ガ
モ
の
住
民
は
老
女
に
は
七
つ
の

魂
と
八
つ
目
の
ご
く
小
さ
な
魂
と
さ
ら
に
二
分
の
一
の
魂
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
人
は
老

女
の
生
命
は
非
常
に
堅
牢
で
粉
挽
き
車
で
も
粉
砕
で
き
な
い
と
不
平
を
い
う
。

　
大
衆
の
こ
う
し
た
考
え
は
、
欧
州
で
最
も
文
明
が
進
ん
だ
国
に
お
い
て
さ
え
高
齢
者
殺
害
事
件
が
多
発

し
て
い
る
事
実
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
ニ
ュ
ー
ス
を
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
、
高
齢
者
、
特
に
女
性

の
殺
害
件
数
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
犯
罪
の
動
機
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
数
人
の
高

齢
者
を
殺
し
た
罪
で
サ
ハ
リ
ン
島
に
送
ら
れ
た
流
刑
囚
は
、
刑
務
所
医
に
対
し
、
非
常
に
無
邪
気
な
様
子

で
「
な
ん
で
憐
れ
む
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
み
な
年
取
っ
て
い
て
、
私
が
殺
さ
な
く
て
も
何
年
も
し

な
い
で
死
ん
だ
だ
ろ
う
に
」
と
語
っ
た〕

1
〔

。

　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
有
名
な
小
説
『
罪
と
罰
』
に
は
、
若
者
た
ち
が
酒
場
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
論

『
罪
と
罰
』

一
八
六
六
年
に
雑
誌
﹇
ロ
シ
ア
報
知
﹈

に
連
載
さ
れ
た
長
編
小
説
。
貧
乏
な
青

年
で
あ
る
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
「
小

さ
な
犯
罪
は
大
き
な
善
を
も
た
ら
せ
ば

許
さ
れ
る
」
と
の
信
念
の
も
と
で
、
高

利
貸
し
の
老
婆
を
殺
害
し
、
奪
っ
た
金

で
世
の
中
に
善
を
施
そ
う
と
し
、
殺
害

時
に
偶
然
居
合
わ
せ
た
そ
の
妹
ま
で
を

殺
害
し
て
し
ま
っ
た
。
罪
の
意
識
、
幻

覚
な
ど
に
苦
悩
し
、
最
後
に
は
自
首
す

る
主
人
公
を
描
く
こ
と
で
、
人
間
回
復

へ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
描
い
た
作
品
。

本
作
品
の
執
筆
は
、
一
八
六
五
年
に
二

人
の
老
婆
を
殺
害
し
金
品
を
強
奪
し
た

モ
ス
ク
ワ
で
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
さ

れ
る
。 

【
五
十
嵐
】
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じ
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
会
話
の
真
っ
最
中
に
一
人
の
学
生
が
「
全
く
良
心
の
呵
責
を
感
じ
る
こ
と
な
く

呪
わ
れ
た
老
女
を
殺
害
し
盗
み
を
は
た
ら
く
」
こ
と
を
宣
言
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
と
彼
は
続
け
る
。

「
一
方
に
は
、
愚
か
で
無
分
別
で
取
る
に
足
ら
な
い
、
意
地
悪
で
病
身
の
老
婆
が
い
る
。
彼
女
が
い
な
く

て
も
寂
し
が
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
こ
の
老
婆
は
、
む
し
ろ
万
人
に
と
っ
て
有
害
な
存
在
で
、
な
ぜ
生
き

て
い
る
の
か
自
分
で
も
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
も
し
か
す
る
と
明
日
に
で
も
大
往
生
を
遂
げ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
、
も
う
一
方
に
は
、
誰
か
ら
も
生
活
援
助
を
受
け
ら
れ
ず
、
何
の
理
由
も
な
く
死
ん
で

し
ま
う
若
く
み
ず
み
ず
し
い
若
者
の
大
群
が
い
る
。
そ
れ
も
何
千
人
と
い
う
数
で
あ
る
。
そ
し
て
至
る
所

で
状
況
は
同
じ
な
の
だ〕

2
〔

」。

　
高
齢
者
は
殺
害
さ
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
殺
で
時
期
尚
早
に
生
を
終
え
る
こ

と
も
多
い
。

　
生
活
手
段
を
失
っ
た
り
重
病
に
侵
さ
れ
た
り
し
た
高
齢
者
は
、
苦
痛
に
満
ち
た
生
よ
り
も
死
を
選
ぶ
。

新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
苦
し
み
に
疲
れ
は
て
コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
て
酸
欠
死
す
る
多
数
の
高
齢
者
の
例
を

報
じ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
自
殺
が
多
い
こ
と
は
統
計
や
大
量
の
デ
ー
タ
が
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
知
の
事
実
で
、

新
た
に
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
こ
の
結
論
を
再
確
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
一
八
七
八
年
に
プ
ロ
イ

セ
ン
で
は
一
〇
万
人
の
う
ち
二
十
〜
五
十
歳
の
男
性
の
自
殺
は
一
五
四
件
だ
っ
た
が
、
五
十
〜
八
十
歳
の

男
性
で
は
そ
の
ほ
ぼ
二
倍
の
二
九
五
人
だ
っ
た
。
典
型
的
な
自
殺
多
発
国
と
し
て
知
ら
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク

高
齢
者
の
自
殺

世
界
的
に
も
高
齢
者
の
自
殺
は
昔
も
現

代
も
多
く
、
わ
が
国
で
は
現
在
全
自
殺

者
の
約
四
割
を
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
る
（
平
成
十
七
年
・
厚
生
労

働
省
資
料
）。
高
齢
者
の
自
殺
の
原
因
・

動
機
の
約
七
割
は
健
康
問
題
で
、
高
齢

自
殺
者
の
九
割
以
上
が
身
体
的
不
調
を

訴
え
、
八
割
以
上
が
治
療
を
受
け
て
い

る
。
継
続
的
な
身
体
的
苦
痛
が
う
つ
の

引
き
金
と
な
り
、
家
族
へ
の
精
神
的
負

担
や
喪
失
感
・
孤
独
感
が
加
わ
り
、
自

殺
に
繫
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

【
五
十
嵐
】
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メ
チ
ニ
コ
フ
年
譜 

（
文
責　
細
野
明
義
）

年

年
齢

お
も
な
で
き
ご
と

１
８
４
５

● 

五
月
十
六
日
、
南
ロ
シ
ア
（
現 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
の
ハ
リ
コ
フ
地
方
の
村
パ
ナ
ソ
フ
カ
に
生
ま

れ
る

１
８
５
３

８

●

兄
の
家
庭
教
師
の
指
導
に
よ
り
植
物
採
取
の
方
法
を
学
び
、
植
物
学
の
論
文
を
書
く

黒
船
来
航

１
８
５
７ 

12

●

ハ
リ
コ
フ
中
学
校
入
学

英
国
の
歴
史
家
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ッ
ク
ル
の
『
文
明
史
』
を
読
み
、
人
類
の
発
展
に
は
特
に
実

証
科
学
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
。
ま
た
、
唯
物
論
者
の
思
想
や
社
会
学
説
に
つ
い
て
勉

強
し
、
無
神
論
者
と
目
さ
れ
て
「
神
様
な
し
」
の
綽
名
が
付
け
ら
れ
る

博
物
学
（
植
物
学
、
地
質
学
）
に
熱
中
し
、
自
分
の
真
の
天
職
は
科
学
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る

１
８
５
９ 

14

安
政
の
大
獄

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
『
種
の
起
源
』

を
刊
行

１
８
６
０ 

15

● 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ロ
ン
の
『
動
物
界
の
綱
目
』
の
図
版
で
ア
メ
ー
バ
や
滴
虫
類
を
見
て
感
動

し
、
生
命
の
初
原
的
な
顕
現
の
研
究
を
行
う
こ
と
を
己
に
誓
い
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
に
出
入
し

て
講
義
を
聴
講
す
る

１
８
６
１

16

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
始
ま
る

パ
ス
ツ
ー
ル
が
微
生
物
の
自

然
発
生
説
を
否
定

１
８
６
２

 

17

● 

ハ
リ
コ
フ
大
学
の
チ
ェ
ル
コ
フ
教
授
の
便
宜
を
受
け
、
顕
微
鏡
下
で
滴
虫
類
を
観
察
し
論
文

に
纏
め
、
学
術
誌
に
投
稿
す
る
。
こ
の
論
文
は
受
理
さ
れ
た
が
、
後
に
誤
り
に
気
づ
き
、
メ

チ
ニ
コ
フ
自
ら
取
り
下
げ
て
い
る

●

ハ
リ
コ
フ
中
学
校
卒
業
。
金
牌
を
受
け
る

● 

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
（
ド
イ
ツ
）
に
入
学
を
希
望
し
た
が
不
調
に
終
わ
る
。
そ
の
帰
路
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
書
『
種
の
起
源
』
を
購
入
す
る

●

ハ
リ
コ
フ
大
学
に
入
学
。
チ
ェ
ル
コ
フ
教
授
の
も
と
で
生
理
学
を
研
究
す
る

生
麦
事
件

日
本
国
内
で
コ
レ
ラ
が
流
行

１
８
６
３ 

18

● 

ツ
リ
ガ
ネ
ム
シ
に
つ
い
て
論
文
を
書
き
、
ド
イ
ツ
の
生
理
学
雑
誌
「
ア
ル
ヒ
ー
フ
誌
」
に
発

表
し
、
著
名
な
生
理
学
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
キ
ュ
ー
ネ
の
辛
辣
な
反
駁
を
受
け
る

●

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
説
に
深
い
感
銘
を
受
け
る

●

輪
虫
類
│
腹
毛
類
│
線
虫
類
の
関
連
性
に
つ
い
て
研
究
す
る

●

二
年
で
ハ
リ
コ
フ
大
学
を
卒
業

文
久
の
大
火

薩
英
戦
争

１
８
６
４ 

19

● 

ヘ
リ
ゴ
ラ
ン
ド
島
（
ド
イ
ツ
）
で
孤
立
的
な
動
物
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
ギ
ー
セ
ン
で
の

博
物
学
会
で
報
告
す
る

● 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
兄
レ
フ
の
所
で
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
者
ベ
ル
ツ
ェ
ン
に
会
い
、
科
学
は
政
治

に
優
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

１
８
６
５ 

20

● 

ギ
ー
セ
ン
で
、
ド
イ
ツ
の
博
物
学
者
フ
リ
ッ
ツ
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
書
い
た
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
賛
同
』

に
出
会
い
、
そ
の
内
容
に
感
銘
を
受
け
る

● 

ナ
ポ
リ
に
行
き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ヴ
ァ
レ
フ
ス
キ
ー
と
の
共
同
研
究
で
動
物
の
比
較

発
生
学
の
基
礎
づ
け
を
行
う
。
メ
チ
ニ
コ
フ
自
身
の
研
究
主
題
を
「
下
等
生
物
の
胚
葉
の
比

較
と
そ
の
細
胞
」
と
し
た
。
研
究
の
結
果
、
す
べ
て
の
生
物
間
に
は
共
通
性
が
あ
る
と
の
具

体
的
な
確
証
を
得
る

メ
ン
デ
ル
が
遺
伝
の
法
則
を

発
見
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メ
チ
ニ
コ
フ
年
譜 

（
文
責　
細
野
明
義
）

年

年
齢

お
も
な
で
き
ご
と

１
８
４
５

● 

五
月
十
六
日
、
南
ロ
シ
ア
（
現 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
の
ハ
リ
コ
フ
地
方
の
村
パ
ナ
ソ
フ
カ
に
生
ま

れ
る

１
８
５
３

８

●

兄
の
家
庭
教
師
の
指
導
に
よ
り
植
物
採
取
の
方
法
を
学
び
、
植
物
学
の
論
文
を
書
く

黒
船
来
航

１
８
５
７ 

12

●

ハ
リ
コ
フ
中
学
校
入
学

英
国
の
歴
史
家
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ッ
ク
ル
の
『
文
明
史
』
を
読
み
、
人
類
の
発
展
に
は
特
に
実

証
科
学
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
。
ま
た
、
唯
物
論
者
の
思
想
や
社
会
学
説
に
つ
い
て
勉

強
し
、
無
神
論
者
と
目
さ
れ
て
「
神
様
な
し
」
の
綽
名
が
付
け
ら
れ
る

博
物
学
（
植
物
学
、
地
質
学
）
に
熱
中
し
、
自
分
の
真
の
天
職
は
科
学
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る

１
８
５
９ 

14

安
政
の
大
獄

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
『
種
の
起
源
』

を
刊
行

１
８
６
０ 

15

● 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ロ
ン
の
『
動
物
界
の
綱
目
』
の
図
版
で
ア
メ
ー
バ
や
滴
虫
類
を
見
て
感
動

し
、
生
命
の
初
原
的
な
顕
現
の
研
究
を
行
う
こ
と
を
己
に
誓
い
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
に
出
入
し

て
講
義
を
聴
講
す
る

１
８
６
１

16

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
始
ま
る

パ
ス
ツ
ー
ル
が
微
生
物
の
自

然
発
生
説
を
否
定

１
８
６
２

 

17

● 

ハ
リ
コ
フ
大
学
の
チ
ェ
ル
コ
フ
教
授
の
便
宜
を
受
け
、
顕
微
鏡
下
で
滴
虫
類
を
観
察
し
論
文

に
纏
め
、
学
術
誌
に
投
稿
す
る
。
こ
の
論
文
は
受
理
さ
れ
た
が
、
後
に
誤
り
に
気
づ
き
、
メ

チ
ニ
コ
フ
自
ら
取
り
下
げ
て
い
る

●

ハ
リ
コ
フ
中
学
校
卒
業
。
金
牌
を
受
け
る

● 
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
（
ド
イ
ツ
）
に
入
学
を
希
望
し
た
が
不
調
に
終
わ
る
。
そ
の
帰
路
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
書
『
種
の
起
源
』
を
購
入
す
る

●

ハ
リ
コ
フ
大
学
に
入
学
。
チ
ェ
ル
コ
フ
教
授
の
も
と
で
生
理
学
を
研
究
す
る

生
麦
事
件

日
本
国
内
で
コ
レ
ラ
が
流
行

１
８
６
３ 

18

● 

ツ
リ
ガ
ネ
ム
シ
に
つ
い
て
論
文
を
書
き
、
ド
イ
ツ
の
生
理
学
雑
誌
「
ア
ル
ヒ
ー
フ
誌
」
に
発

表
し
、
著
名
な
生
理
学
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
キ
ュ
ー
ネ
の
辛
辣
な
反
駁
を
受
け
る

●

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
説
に
深
い
感
銘
を
受
け
る

●

輪
虫
類
│
腹
毛
類
│
線
虫
類
の
関
連
性
に
つ
い
て
研
究
す
る

●

二
年
で
ハ
リ
コ
フ
大
学
を
卒
業

文
久
の
大
火

薩
英
戦
争

１
８
６
４ 

19

● 

ヘ
リ
ゴ
ラ
ン
ド
島
（
ド
イ
ツ
）
で
孤
立
的
な
動
物
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
ギ
ー
セ
ン
で
の

博
物
学
会
で
報
告
す
る

● 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
兄
レ
フ
の
所
で
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
者
ベ
ル
ツ
ェ
ン
に
会
い
、
科
学
は
政
治

に
優
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

１
８
６
５ 

20

● 

ギ
ー
セ
ン
で
、
ド
イ
ツ
の
博
物
学
者
フ
リ
ッ
ツ
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
書
い
た
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
賛
同
』

に
出
会
い
、
そ
の
内
容
に
感
銘
を
受
け
る

● 

ナ
ポ
リ
に
行
き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ヴ
ァ
レ
フ
ス
キ
ー
と
の
共
同
研
究
で
動
物
の
比
較

発
生
学
の
基
礎
づ
け
を
行
う
。
メ
チ
ニ
コ
フ
自
身
の
研
究
主
題
を
「
下
等
生
物
の
胚
葉
の
比

較
と
そ
の
細
胞
」
と
し
た
。
研
究
の
結
果
、
す
べ
て
の
生
物
間
に
は
共
通
性
が
あ
る
と
の
具

体
的
な
確
証
を
得
る

メ
ン
デ
ル
が
遺
伝
の
法
則
を

発
見
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年

年
齢

お
も
な
で
き
ご
と

１
８
６
５

20

● 

ナ
ポ
リ
に
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
た
た
め
ナ
ポ
リ
を
去
り
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
解
剖
学
者
ヤ
ー

コ
プ
・
ヘ
ン
レ
の
門
下
に
入
り
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
に
つ
い
て
研
究
す
る

●

哲
学
書
を
耽
読
す
る

● 

ド
イ
ツ
の
学
者
の
研
究
力
と
研
究
室
の
組
織
力
に
感
心
す
る
が
、
学
生
に
は
失
望
を
抱
く

● 

コ
レ
ラ
が
終
息
し
た
秋
、
再
び
ナ
ポ
リ
に
行
く
。
頭
足
類
の
研
究
を
行
い
、
無
脊
椎
動
物
に

胚
葉
が
有
る
こ
と
を
発
見
し
、
学
位
論
文
の
骨
子
に
す
る

● 
多
く
の
昆
虫
類
、
サ
ソ
リ
、
セ
ピ
オ
ラ
（
イ
カ
）
の
研
究
か
ら
胚
葉
を
発
見
し
、
下
等
生
物

と
高
等
生
物
と
の
共
通
点
を
見
出
す

●

陸
棲
プ
ラ
ナ
リ
ア
で
食
細
胞
の
基
礎
と
な
る
細
胞
内
消
化
を
観
察
す
る

●

マ
ギ
ス
テ
ル
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る

●

オ
デ
ッ
サ
大
学
講
師
と
な
る

● 

第
一
回
ベ
ー
ア
賞
が
授
与
さ
れ
る
（
メ
チ
ニ
コ
フ
は
そ
の
後
、
第
三
回
、
第
七
回
の
ベ
ー
ア

賞
も
受
賞
）

１
８
６
７ 

22

●

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
動
物
学
の
助
教
授
と
な
る

大
政
奉
還

１
８
６
８ 

23

● 

秋
の
学
期
ま
で
外
国
に
派
遣
さ
れ
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
に
行
き
、
棘
皮
動
物
と
海
綿
の
発
生
に
つ

い
て
研
究
を
行
う

● 

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
戻
る
が
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
生
活
は
重
苦
し
く
、
厭
世
的
な
人
嫌
い

に
陥
る

明
治
天
皇
即
位

１
８
６
９ 

24

● 

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
去
り
、
ス
ペ
チ
ア
（
ギ
リ
シ
ャ
）
に
行
き
、
浮
遊
動
物
や
ギ
ボ
シ
ム
シ
に

つ
い
て
研
究
を
行
う
。
棘
皮
動
物
と
ギ
ボ
シ
ム
シ
の
類
を
結
ぶ
連
鎖
を
決
定
し
、
動
物
各
群

間
の
系
統
上
の
連
続
性
を
証
明
す
る
上
で
重
要
な
知
見
を
得
る

雑
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
創
刊

●

サ
ソ
リ
の
発
生
に
つ
い
て
の
研
究
を
完
成
さ
せ
る

●

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
助
教
授
に
復
職

●

リ
ュ
ド
ミ
ラ
・
フ
ェ
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
出
会
い
、
結
婚
す
る

１
８
７
０ 

25

●

オ
デ
ッ
サ
大
学
教
授
に
就
任

１
８
７
３

28

● 

妻
リ
ュ
ド
ミ
ラ
が
結
核
で
死
亡
。
葬
儀
の
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
兄
レ
フ
・
メ
チ
ニ
コ
フ
の
所

へ
行
く

●

モ
ル
フ
ィ
ネ
を
嚥
下
し
て
自
殺
を
図
る
が
、
一
命
を
と
り
止
め
る

●

ロ
ー
ヌ
河
の
橋
で
ト
ビ
ケ
ラ
の
群
飛
を
見
て
、
科
学
者
と
し
て
の
自
分
を
取
り
戻
す

● 

ア
ス
ト
ラ
カ
ン
の
草
原
に
住
む
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
カ
ル
ム
イ
ク
人
は
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
よ
り
発

育
が
早
く
停
止
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
人
類
学
的
研
究
を
し
、
モ
ス
ク
ワ
の
人
類
学
会
に

報
告
す
る

１
８
７
５ 

30

●

年
齢
差
十
三
歳
の
オ
リ
ガ
と
再
婚

● 

多
細
胞
動
物
（
後
生
動
物
）
の
起
源
に
関
す
る
研
究
に
着
手
し
、
細
胞
内
消
化
が
存
在
す
る

こ
と
を
確
か
め
る

● 

多
細
胞
動
物
の
原
型
は
パ
レ
ン
キ
メ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
予
見
し
、
食
細
胞
説
樹
立
の
た
め
の

研
究
に
繫
げ
る

１
８
７
７ 

32

●

心
臓
病
を
発
症
し
、
こ
れ
が
生
涯
の
持
病
と
な
る

西
南
戦
争

１
８
８
０ 

35

●

伝
染
病
研
究
の
発
端
と
な
る
害
虫
の
駆
除
法
を
手
掛
け
る

雑
誌
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
創
刊

１
８
８
１ 

36

●

心
臓
の
不
調
、
め
ま
い
、
不
眠
症
に
悩
ま
さ
れ
る

● 

回
帰
熱
の
病
原
菌
を
接
種
し
て
自
殺
を
図
る
が
未
遂
に
終
わ
る
。
快
復
期
に
入
っ
て
、
か
つ

て
な
い
程
の
生
き
る
悦
び
に
心
が
充
た
さ
れ
、
そ
れ
以
来
身
心
の
平
衡
を
回
復
し
、
こ
れ
ま

で
抱
い
て
い
た
悲
観
論
が
楽
観
論
に
変
わ
る

大
英
自
然
史
博
物
館
開
館

コ
ッ
ホ
が
細
菌
の
純
粋
培
養

法
を
確
立
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